
■ 食育事例発表会

【成果】

【取組概要】

食育活動の幅広さをＰＲし、食育活動を行う団体等の連携や活動を促進するため、「ほっかいどう食育活動塾 ～食育活動の極意～」をテーマ
に事例発表会を開催。各地域で活動するプロに、現場ならではの経験談や発表者の方が考える食育活動の極意を教えていただいたほか、発表者の
方に関連する特産の試食を交えた懇談を行い、発表内容に関する意見交換のほか、地産地消及び日本型食生活の実践促進を図った。

○開催日：令和６年12月15日（日）12:00～15:30
○参加者：計50名（会場参加26名、オンライン参加24名）
○場 所：名寄グランドホテル藤花（名寄市）
○試食品：多品種混植米（古屋スペシャル）、古屋農園産味噌、やん衆にしん漬、ミルクジャム

■ 宗谷地域：浜頓別町 ぶんちゃんの里 小川文夫 氏

・酪農教育ファームと出会ったことが活動の始まり。
「牧場に来ていただく」ことを中心に活動を進めてきた。
2022年に酪農経営を卒業した現在も、講話や体験を
通じた取組や出前授業に取り組んでいる。
・「いただきます」「ごちそうさま」が食育の原点であり、
その言葉の意義を考えてもらうことを最も重視。
教育旅行生などの宿泊者には、最後に必ず焼き肉を
食べていただく。
・農業は、心の教育、食や命の尊さ、生きる力を学べる
産業だと言えるのではないかと考える。

■ 留萌地域：留萌市 株式会社丸タ田中青果 田中美智子 氏

・田中青果の前身は八百屋。留萌のソウルフードを残し
ながら、余剰になる野菜を活用する方法として、にしん
漬けの製造販売を提案したことが事業の始まり。
定期的に「にしん漬け教室」を開催。
・自分のソウルフードは何か、それが食卓に出てきた
ときの情景が鮮明に浮かんでくることが食育の基本
であり、入り口だと考える。
・「五感を揺るがすこと」が食育においてとても大切だと
考えている。ものを売るだけで食育は成り立たず、
体験・体感を入れることをいつも意識している。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋
がった。
【参加者の声】
・長い間、食育に携わってきた方々の貴重なお話しを聞けて大変勉強になった。
・今日学んだことを職場での食育に活かし、子ども達に食の素晴らしさを伝えよ
うと思う。
・自身の食育に対する考え方を今一度考え直す良い機会となった。
・地元を好きになることが子どもたちへの大切な食育であることに気付いた。
【アンケート結果】
産地や生産者を意識する 6.1% UP 主食・主菜・副菜を揃える 18.1% UP

■ 上川地域：旭川市 古屋農園 古屋勝 氏

・修学旅行での農業体験の受入れなど実施。
・食育のなかで、「見分ける力」を育てるたいので、本物を
聞き、見て、さわる、味わうことを重視。
・食育活動は、難しく考えると難しいが、簡単に考えると
自分たちが食べ物を作って、売って暮らしているという所
を見てもらう、知ってもらうことが活動の原点ではないか。
・何でもいいから、できることからやってみることが大切。
自分たちが作ったものどうやって食べてもらえるか、地産
地消との繋がりのなかで色々できることが出てくるのでは
ないか。


